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気候変動と種子散布
　地球温暖化により植物は成長が遅くなった

り、うまく繁殖できなかったり、死亡率が高く

なることが報告されています。また、植物の分

布はここ数十年でより気温の低い高標高や高

緯度の場所へと変化しています。自ら動くこと

の出来ない植物は、工夫を凝らして種子を散

布させることが必要です。サクラ、ブドウ、ア

ケビなどは、動物に果実ごと種子を飲み込ん

で散布してもらいますが、これは植物全体の

50％以上で見られる主要な種子散布タイプで

す。一方、カエデ、スギ、マツなどは、種子に翼

をつけており、風によって遠くに散布してもら

うことができます。

酸素安定同位体を用いた　   
標高方向の種子散布評価

　では植物は温暖化から逃れるためには、

どのくらい移動する必要があるでしょうか。

2100年までに気温は少なくとも1.5 度上昇す

ると予測されています。気温は、標高が100m

上がると約 0 .6 度下がることが知られていま

す。そのため1.5 度寒い場所は、標高で 250m

上がった場所になります。実際にそのような

距離の種子散布が起こっているのでしょう

か？小さな種子の移動を長距離にわたって追

跡するのは労力的にとても困難で、これまで

ほとんど実測例はありませんでした。

　私たちは、この問題を解決するため、種子

に含まれる酸素の安定同位体を利用し、種子

散布の追跡に成功しました。同位体とは、同

じ元素でありながら、構成する中性子の数が

異なるものを指します。そのような同位体の

中で、自然界で一定の割合で存在しているも

のを「安定同位体」といいます。同位体は重さ

が異なるため、環境条件によってその割合（同

位体比）が変化する特徴があります。私たちは

広葉樹の種子の酸素安定同位体比が親木の

標高が高いほど小さくなることを発見しました

（図１）。この関係を示す「検量線」と、散布さ

れた種子の酸素安定同位体比から親木の標

高を推定できます。そして、「散布された標高」

と「親木の標高」の差し引きから、種子の移動
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した標高差（標高方向の種子散布距離）が求

まります。例えば、図１において■の同位体比

を持つ種子が標高 600mで見つかれば、標高

380m の親木から約 220m 上方に移動したと

推定できます。この手法を用いた結果、関東

山地に生息するツキノワグマは、野生のサクラ

（カスミザクラ）の種子を平均で300mも高標

高へ散布していること、行動範囲の広い動物

ほど遠くまで種子を散布していることなどを

明らかにしてきました。

酸素安定同位体は針葉樹の　
種子散布評価にも利用できる

　この手法を、亜高山帯など寒冷地に生育す

る針葉樹に適用できるかを検討しました。浅

間山に生育する針葉樹のカラマツ（写真１）を

対象に調査したところ、広葉樹と同様に種子

の酸素安定同位体比が親木の標高が高いほ

ど小さくなることが確認できました。これによ

り、針葉樹にも本手法が適用可能であること

がわかりました。今後は本手法を用いてさま

ざまな針葉樹・広葉樹の種子散布を評価し

て、樹木や森林の分布が変化する仕組みを明

らかにしていきます。

　 なお研究の詳細は 以下に記載されてい

ます。
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写真１　紅葉したカラマツ林

図１　標高と種子の酸素安定同位体比との関係
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